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e d u c a t i o n  a n d  c u l t u r e

↑タイワンツバメシジミの生態について説明
　する松本さん

　
２
月
17
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
市
郷
土
研
究
会
会
員
個
人

研
究
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
29
年
、
南
波
多
町
の
大
野
岳
山

頂
付
近
の
繁
殖
地
が
市
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ

メ
シ
ジ
ミ
。
そ
の
研
究
成
果
を
、

保
存
会
会
長
の
松
本
輝
彦
さ
ん
が

発
表
。
参
加
者
は
生
態
や
保
護
活

動
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説

を
興
味
深
い
様
子
で
聞
き
入
り
、

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

郷
土
の
宝
・
大
野
岳
『
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
』

市
郷
土
研
究
会
個
人
研
究
発
表
会

↑「自治体の図書館には地域の情報を後世に残
すという重要な役割がある」と語る片山さん

　
２
月
18
日
、
市
民
図
書
館
名
誉

館
長
で
あ
る
片
山
善
博
さ
ん
（
早

稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院
教

授
）
が
、『
図
書
館
が
社
会
を
潤
す
』

と
題
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
講
演

し
ま
し
た
。
片
山
さ
ん
は
、
本
を

読
む
習
慣
の
あ
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
子

ど
も
の
頃
の
読
書
体
験
を
交
え
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
養
う
読
書
の
大
切
さ
や
、
地

域
情
報
の
宝
庫
で
あ
る
自
治
体
図

書
館
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

自
治
体
図
書
館
は
地
域
情
報
の
宝
庫

片
山
善
博
市
民
図
書
館
名
誉
館
長
が
講
演

改
め
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）
に
閉
鎖
。
そ
の

後
は
廃
墟
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

に
解
体
・
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
代
ま
で
続
く
伊
万
里
湾
開

発
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
浦
之
崎
造
船
所
（
川
南
造
船
所
）

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
山
代
町
に
あ
る
浦
ノ
崎
駅
手

前
の
海
岸
に
、
浦
之
崎
造
船
所

（
川
南
造
船
所
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
初
は
昭
和
８
年
（
１
９
３
３

年
）
に
ソ
ー
ダ
（
炭
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
）
を
生
産
す
る
工
場
と
し

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
伊
万

里
湾
に
お
け
る
工
場
建
設
の
先

駆
け
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）

に
は
、
隣
接
地
に
ガ
ラ
ス
工
場

が
建
設
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
の
昭
和
15
年
（
１
９
４
０

年
）
９
月
に
、
ソ
ー
ダ
工
場
、

ガ
ラ
ス
工
場
と
も
に
造
船
所
に

転
換
し
ま
し
た
。

　
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
年
）
に

は
軍
需
工
場
に
指
定
さ
れ
、
輸

送
艦
や
、
特
殊
潜
航
艇
『
海
龍
』

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
軍
需
工
場

で
あ
っ
た
た
め
、
連
合
軍
の
攻

撃
目
標
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、
浦
之
崎
造
船
所
か

ら
伊
万
里
湾
重
工
業
と
名
称
を

　
伊
万
里
湾
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑨

↑昭和 23 年（1948 年）ごろの浦之崎造船所
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